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• ̮ࣞᲥኺ᬴ă७ࡇȷॖ׋
• ኺ᬴ăע؏ཎࣱᬘ҄
• ੷ͻؕแჷᜤ
• Эׅໜ౨ኽௐ

ᧈ஖ᚡচ

ɼᚇႎ
੷ͻᚸ̖
ᄩ̮ࡇ

ɼᚇႎ
Йܭኽௐ

Ტᡈ੗�ᢒஓᲣ

䐟ᐃᮇⅬ᳨䝅䝇䝔䝮䚸㈨᱁ไᗘ䛾Ⅽ䛾ᵓ㐀䝰䝕䝹☜❧䠄㧗▱┴䠅

䐠᪂ᢏ⾡ᑟධ◊✲䠄㧗▱┴䛷䛾◊✲ᵓᡂ䠅
ᵳᵟᵴử෇ဇẲẺ೛నໜ౨ૅੲἉἋἘἲỉನሰ

ទλẲẺᵳᵟᵴ
ỉᚾ᬴᫠ᘍ

䠄◊✲ෆᐜ䠅
䐟㣕⾜䝔䝇䝖䛚䜘䜃䝝䜲䝡䝆䝵䞁䚸㉥እ⥺䜹䝯䝷䛾䝔䝇䝖䜒⤊஢䛧䛶䛔䜛䚹

䐠ᮍ㉎ධ䛾Ⅼ᳨ᑐ㇟≀䛸䛾఩⨨㛵ಀ ᐃ䛾Ⅽ䛾㊥㞳䞉ゅᗘ䛾ィ ᶵჾ䜢㉎ධ
䛧䛶䚸ᐇ㝿䛾Ⅼ᳨䜢㛤ጞ䛩䜛䚹

䐡ຎ໬䛾✀㢮䛚䜘䜃⛬ᗘ䜢タᐃ䛧䚸෗┿᧜ᙳ䜢ᐇ᪋䛧䚸㏆᥋┠ど䛸䛾ᕪ␗䛻䛴
䛔䛶☜ㄆ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸᭱㐺䛺⏬ീฎ⌮᪉ἲ䛾㑅ᢥ䜢ᐇ᪋䛩䜛䚹

䐢ᐊෆᐇ㦂䛻䛶䚸෗┿᧜ᙳ䛾⏬ീฎ⌮ᚋ䛾䝕䞊䝍䛻䜘䜚䚸䝁䞁䜽䝸䞊䝖䛾䜂䜃๭
䜜㛗䛥䜔䜂䜃๭䜜ᖜ䛾☜ㄆ⢭ᗘ䜢☜ㄆ䛩䜛䚹

ἙἊἑἽϙჇย᣽ỆợỦ೛నỉɤഏΨἴἙἽ



ဒ΂ᛐᜤ২ᘐỆợỦọỎлủỉᡶᘍཞඞ৭੮᬴ܱ
䐠᪂ᢏ⾡ᑟධ◊✲䠄㧗▱┴䛷䛾◊✲ᵓᡂ䠅
ᵥᵧᵱử෇ဇẲẺ೛నỉ࿢ؾऴإỉӕࢽểэ҄ỉᙲ׆Ўௌ

Ӳ೛నỉෙެዴẦỤ
ỉុᩉ Ӳ೛నỉэ҄

ཞඞ

䠄◊✲ෆᐜ䠅
䐟GISୖ䛻⎔ቃ᝟ሗ䛚䜘䜃ຎ໬᝟ሗ䜢䝸䞁䜽䛥䛫䛶䚸ከኚ㔞ゎᯒ䛻䜘䜚㛵ಀᛶ䜢
ศᯒ䛩䜛௙⤌䜏䛿ᩚഛ䛷䛝䛶䛔䜛䚹

䐠௒ᚋ䚸䝕䞊䝍⵳✚䛻䜘䜚⎔ቃ᝟ሗ䛾⢭ᗘྥୖ䚸ຎ໬䛸䛾ᅉᯝ㛵ಀศᯒ䝕䞊䝍
䜢཰㞟䛩䜛䚹

䐡ຎ໬ண 䞉ィ⏬᪉ἲㄽ䛾ᐇົ䝅䝇䝔䝮☜❧䠄㧗▱┴䠅

• ஜᄂᆮư᧏ႆƠƯƍǔэ҄ʖยǷǹȆȠƸŴನᡯཋƷ᩿ႎƳэ҄Ў
ƨэࢽǛᘙྵưƖǔǷǹȆȠƱƳƬƯƍǔŵƞǒƴŴໜ౨ኽௐưࠋ
҄ЎࠋǛؕƴэ҄ʖยᲢэ҄ᡮࡇǍэ҄ЎࠋᲣǛᙀദưƖǔǷǹȆ
ȠǛႸ೅ƱƠƯƍǔŵ

ᲫᲫᲨஜᄂᆮưႸ೅ƱƢǔǷǹȆȠ

ໜ౨ᛚࠀƸנ܍ƢǔƕŴƦƷཎܭƸܦμƴƸ׉ᩊưƋǔƜƱǛ
Э੩ƴŴĬᛚࠀЎࠋƷӧᏡࣱǛӒପƠƨэ҄ʖยȢȇȫನሰ
ƱŴƜǕƴؕƮƘ̲ጣᚘဒᇌకǛŴĭʖยƷɧᄩࣱܱǛЭ੩
ƱƠƨஇᢘ̲ጣᚘဒƷᇌక૾ඥǛᄩᇌƢǔŵ

� ໜ౨ኽௐƸŴ᭗ჷჄᎰՃƕܱ଀ƠŴэ҄ࡇǛЙૺƠƯƍǔƕŴƻƼ
лǕƷยܭᛚࠀǍᎰՃƷЙૺƴᛚࠀƕဃơǔŵƜƷໜ౨ኽௐƷᛚࠀ
ǛᎋॾƢǔ࣏ᙲƕƋǔŵ

� э҄Ƹኺ଺ႎƴ҄٭ƠƯƓǓŴໜ౨ưႆᙸƠƨƻƼлǕƕƍƭƦƷ
ཞ७ƴƳƬƨƔሁŴໜ౨଺ƱƻƼлǕႆဃ଺Ʒ଺᧓ႎᛚࠀƕဃơǔŵ
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ᲬᲨƹǒƭƖǛᎋॾƠƨэ҄ʖยƷಒᙲ

ᲬᲬᲨᲫ э҄ʖยƴƓƚǔƹǒƭƖƷᎋॾ૾ඥ

���

ຎ
໬
ᗘ

᫬㛫�W�
D
E

F

G

H

Ⅼ᳨ᐇ᪋᫬

☜ᐃⓗ䛺ຎ໬ண 䛷䛿ᐇᵓ㐀≀䛾

ຎ໬䛾ศᕸ䜢⾲⌧䛷䛝䛺䛔
���

���

���

���

ᐇᵓ㐀≀ࡶ᭱ࡢຎ໬ࡀ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ

せ⣲ࡌྠ࡜ຎ໬ࡿ࡞࡜ಸ㏿

☜ᐃⓗ࡞ຎ໬ண 

� ᄩܭႎƳэ҄ʖยǛž�̿ᡮſ᳸žܱನᡯཋƷஇǋэ҄ᡮࡇ
ƕᡮƍᙲእƱӷơэ҄ᡮࡇƱƳǔ̿ᡮſǇưƹǒƭƔƤǔ

ƹǒƭƔƤǔƩƚưƸŴܱನᡯཋƷэ҄ЎࠋƱૢӳƠƳƍŵ
ໜ౨ኽௐǛဇƍƯܱನᡯཋƷэ҄ЎࠋƴᙀദƢǔ

Ⅼ᳨ᐇ᪋᫬

ຎ໬ண 䛿䛣䛾ศᕸ䜢⾲⌧䛧䛶䛔䜛
ຎ໬ண 䛿⎔ቃ᮲௳䚸䛛䜆䜚➼䛾ᮦᩱ᮲௳䛛䜙

ゎᯒ䜢ᐇ᪋䛩䜛䚹
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ᲭᲨໜ౨ኽௐƷᛚࠀ

ᲭᲭᲨᲬ ᛚࠀȜȃǯǹƷಒࣞ

� э҄ЎࠋǛƹǒƭƔƤƨэ҄ʖยƸŴƦƷэ҄ЎࠋǛໜ౨ኽ
ௐƱૢӳƢǔಮƴᙀദƢǔŵ

� ᛚࠀȜȃǯǹƱƸᎰՃໜ౨Ʒໜ౨ኽௐǛᙀദƠƨยܭƷЎࠋ
ƱŴƍƭƦƷЎࠋƴƳƬƨƔƷ଺᧓ᛚࠀƷር׊ǛᅆƢŵ

ໜ౨ኽௐƷยܭƷЎࠋƸŴᙀദƢǔƜƱƴǑǓር׊ƕ࠼ƕ
ǔŵǑƬƯŴᎰՃƷ২ᘐƕӼɥƠยܭችࡇƕӼɥƢǕƹŴ
ᛚࠀȜȃǯǹƷጏƷር׊ƸݱƞƘƳǔŵ
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ᲭᲨໜ౨ኽௐƷᛚࠀ

ᲭᲭᲨᲭ э҄ʖยችࡇƱᛚࠀȜȃǯǹ

� ໜ౨Ǜܱ଀ƢǔࡇŴᛚࠀȜȃǯǹƕ˺঺ƞǕǔŵᛚࠀȜȃǯ
ǹƷር׊Ǜᡫǔэ҄ʖยƕŴܱᨥƷನᡯཋƷэ҄ƱૢӳƠƯ
ƍǔƜƱƱƳǓŴэ҄ʖยƷችࡇӼɥƴጟƕǔƱᎋƑǒǕǔŵ

� ᛚࠀȜȃǯǹƸŴ᭗ჷᎰՃƷໜ౨২ᘐƕӼɥƢǔƜƱƴǑǓŴ
ยܭᛚࠀƕݱƞƘƳǔƨǊŴ଺᧓ƷኺᢅᲢ২ᘐƷӼɥᲣƴƱ
ǋƳƍŴยܭᛚࠀር׊ƸݱƞƘƳǔŵ
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�ᅇ┠Ⅼ᳨ㄗᕪ
ࢫࢡࢵ࣎

�ᅇ┠Ⅼ᳨ㄗᕪ
ࢫࢡࢵ࣎

ㄗᕪ࣎ࢆࢫࢡࢵ㏻
㐣ࡿࡍຎ໬᭤⥺

ᅇᩘࢆ㔜ࡿࡡᗘࠊ
ㄗᕪ⠊ᅖࡣᑠࡉ
ࡿ࡞ࡃ

�ᅇ┠Ⅼ᳨ㄗᕪ
ࢫࢡࢵ࣎

䐢DBᵓ⠏䞉䜴䜵䝤䞉䜰䝥䝸◊✲䠄㧗▱┴䠅
㐨㊰䜰䝉䝑䝖䝬䝛䝆䝯䞁䝖䝕䞊䝍䝧䞊䝇ཬ䜃䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䛾◊✲㛤Ⓨᒎ㛤

[⫼ᬒ]
䜲䞁䝣䝷⥔ᣢ⟶⌮䛻䛚䛔䛶䠈Ⅼ᳨䛚䜘䜃ಖᏲ䛻㛵䛩䜛䝯䞁䝔䝘䞁䝇䝃䜲䜽䝹䛻䛿䠈ᮍ䛰
Ⅼ᳨⢭ᗘྥୖ䠈䝯䞁䝔䝘䞁䝇䛾᭱㐺໬➼ぢ┤䛧䛾వᆅ䛜ṧ䛥䜜䛶䛔䜛䚹
[┠ⓗ]
䜲䞁䝣䝷䛾୰䛷䜒䠈≉䛻ᶫᱱ⥔ᣢ⟶⌮䛾ぢ┤䛧䜢䝃䝫䞊䝖䛩䜛䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䜢㛤Ⓨ
䛧䠈Ⅼ᳨⢭ᗘ䛾ྥୖ䠈䝁䝇䝖᭱㐺໬䜢ᥦ᱌䛩䜛䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䜢㛤Ⓨ䛧ᥦ౪䛩䜛䚹

[ゎỴ᪉ἲ]
㧗▱┴䛜㐣ཤ10ᖺ䛻Ώ䜚⵳✚䛧䛶䛔䜛䚹㧗▱┴䛾ᶫᱱⅬ᳨䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾᝟ሗ䜢฼
⏝䛧䠈ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛚䛔䛶㧗▱ᕤ⛉኱Ꮫ䛜ᥦ᱌䛩䜛ᶫᱱ䛾ຎ໬ண 䝰䝕䝹䠈Ⅼ᳨᫬
䛾ᵓ㐀≀ุᐃ䛻㛵䛩䜛♫఍ᚰ⌮䝰䝕䝹䜢ᐇ㝿䛻㐺ᛂ䛧䠈ಶ䚻䛾ᶫᱱ䛻᭱㐺䛺䝯䞁䝔䝘
䞁䝇䝃䜲䜽䝹䜢ᥦ᱌䛩䜛⤫ྜ䝕䞊䝍䝧䞊䝇䝅䝇䝔䝮䜢ᵓ⠏䛧䠈ᐃᮇⓗ䛺䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛾
᭦᪂䛸⾜䛳䛯㐠⏝䜢⾜䛖䚹

䐢DBᵓ⠏䞉䜴䜵䝤䞉䜰䝥䝸◊✲䠄㧗▱┴䠅
[ண᝿䛥䜜䜛⤖ᯝ]
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

点検結果の記録と健全性の診断

平成28年１月6日

四国地方整備局

事業調整官 谷脇 準蔵

平成27年度 「愛媛大学・社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座」
道路橋定期点検要領を踏まえた維持管理
道路橋定期点検要領では、
点検結果の記録は、診断結果及び措置の内容を記録し、利用期間を通じてこれを保存する。

添付資料 点検表記録様式
・様式（その１） 橋梁諸元、健全性の診断（部材毎、橋梁）
・様式（その２） 状況写真

点検結果の記録

2

・診断結果に基づき、必要な措置を講ずる。
措置を行うためには、点検結果の記録を参考とする。

点検（判定）結果

↓
↓

補修設計（詳細調査）

↓

措置（補修・補強・監視・通行止め）

道路橋定期点検要領を踏まえた維持管理

補修設計・補修工事に向けた点検記録の整理が必要
（損傷箇所・範囲、損傷程度、損傷原因の把握）

点検結果の記録

道路橋定期点検要領では

3

結果の記録は、点検時及び措置後に記録
例えば、P1のマルマルバシでは

点検（診断）結果 主桁：Ⅱ 横桁：Ⅱ 床版：Ⅲ

↓ ↓

補修設計（詳細調査） 同上

↓ ↓

措置（補修・補強） 主桁：Ⅱ →Ⅰ横桁：Ⅱ→Ⅰ床版 Ⅲ →Ⅱ

●措置後は床版のみが、Ⅱ予防保全段階として残る。

●橋梁毎の判定区分は点検時はⅢ、措置後はⅡとなる。

必要な事は、診断結果及び措置の内容を記録し、利用
期間を通じて、これを保存すること。

点検結果の記録

4

点検結果の記録のあり方

５年後の点検時における課題は？

①補修前の損傷箇所が分からない。

②近接写真は損傷箇所の特定ができない。
（前回点検結果との損傷比較ができない。）

③前回点検の点検手段（点検機械）は確認できるか。

④健全性の診断時に参考とする「前回の診断結果の根拠」が確認できるか。

５年後に、この業務に携わった者は身近にいない
かも知れない。

点検結果の記録

5

橋梁定期点検要領の点検調書

点検調書（その 1） 橋梁の諸元と総合検査結果

点検調書（その 2） 径間別一般図

点検調書（その 3） 現地状況写真

点検調書（その 4） 要素番号図及び部材番号図

点検調書（その 5） 損傷図

点検調書（その 6） 損傷写真

点検調書（その 7） 損傷程度の評価記入表（主要部材）

点検調書（その 8） 損傷程度の評価記入表（主要部材以外）

点検調書（その 9） 損傷程度の評価結果総括

点検調書（その10） 対策区分判定結果（主要部材）

点検調書（その11） 対策区分判定結果（主要部材以外）

点検結果の記録（直轄国道の点検調書）

・青色は損傷程度の評価に関わる事項

・赤色は健全性の診断に関わる事項

6

参考



点検調書（その 1） 橋梁の諸元と総合検査結果

点検結果の記録

7

参考

点検調書（その 2） 径間別一般図

点検結果の記録

8

参考

点検調書（その 3） 現地状況写真
果

全景

橋歴板

点検機械 補修状況

点検結果の記録

9

参考

点検調書（その 4） 要素番号図及び部材番号図

点検結果の記録

10

参考

点検調書（その 5） 損傷図
・赤-前回点検から損傷が進行
・青-新たに損傷を確認

点検結果の記録

11

参考

点検調書（その 6） 損傷写真

点検結果の記録

12

参考



点検調書（その 7） 損傷程度の評価記入表（主要部材）
点検調書（その８）は主要部材以外

点検結果の記録

13

参考

点検調書（その 9） 損傷程度の評価結果総括
（前回点検結果との比較）

点検結果の記録

14

参考

点検調書（その10） 対策区分判定結果（主要部材）

点検調書（その11）は主要部材以外

原因の記述

点検結果の記録

所見の記述

15

参考

健全性の診断を踏まえた資料（維持管理資料）
個人別（橋梁別）の診断カルテが保管されている。

①健康診断データ → 橋梁諸元、健全性の診断

②最新の検査結果 → 最新の点検結果

③過去の病歴、治療 → 点検、補修履歴

【構造に関わる事項】
・構造形式，規模，構造の特徴
【設計・製作・施工の各条件に関わる事項】
・設計年次，適用示方書
・架設された年次
・使用材料の特性

【使用条件に関わる事項】

・交通量，大型車混入率

・橋梁の周辺環境・架橋条件

・維持管理の状況（凍結防止剤の散布など）

【各種の履歴に関わる事項】

・橋梁の災害履歴，補修・補強履歴

診断に必要な資料は橋梁管理カルテで整理

点検結果の記録

16

参考

橋梁定期点検要領による点検結果の記録
「定期点検での「損傷についての点検結果」は、適切な方法で
記録し、蓄積しておかなければならない。」

点検

通常点検 　

中間点検 　

特定点検 　

異常時点検

記録

定期点検

・損傷状況の把握

・損傷原因の特定

・対策区分の判定

記録

緊急対応

詳細調査

追跡調査

対策区分の再判定 等

記録

選別

補修等の計画
（ライフサイクルコスト最小化等）

補　修 補　強維　持

対策区分の再判定　等

記録

橋梁管理
カルテ

データベース
（将来計画）

選別

記録の
一元管理

反映

反映

凡例
　　　　主導線を示す
　　　　記録の一元管理
　　　　に関する流れを
　　　　示す

選別

点検

通常点検 　

中間点検 　

特定点検 　

異常時点検

記録記録

定期点検

・損傷状況の把握

・損傷原因の特定

・対策区分の判定

記録記録

緊急対応

詳細調査

追跡調査

対策区分の再判定 等

記録

選別

補修等の計画
（ライフサイクルコスト最小化等）

補　修 補　強維　持

対策区分の再判定　等

記録

橋梁管理
カルテ

データベース
（将来計画）

選別

記録の
一元管理

反映

反映

凡例
　　　　主導線を示す
　　　　記録の一元管理
　　　　に関する流れを
　　　　示す

凡例
　　　　主導線を示す
　　　　記録の一元管理
　　　　に関する流れを
　　　　示す

選別

橋梁管理カルテ

①管内橋梁一覧
②橋梁別データ
・主要課題・履歴
・橋梁の諸元
・総合検査結果

・健全性の診断

対策区分の再判定
健全性の再診断等

対策区分の再判定
健全性の再診断等

点検結果の記録

17

参考

①橋梁諸元（国交省 橋梁管理カルテの事例）

点検結果の記録

18

参考



②最新の診断結果（国交省 橋梁管理カルテの事例）

点検結果の記録

19

参考

③過去の履歴、最新の補修情報（国交省 橋梁管理カルテの事例）

点検結果の記録

20

参考

診断の書き方

①確認された事実
・直接確認したことが分かる表現を用いる
例：○○となっている。 ○○が見られる。

②診断に関係があるが直接は確認していないこと。
・直接確認したものではないことが分かる表現を用いる
例：基準上は○○である。 本地区は○○地区である。

③診断に関係があるが、推測によること
・推測の根拠と推測であることが分かる表現を用いる。
例：○○という理由により△△の可能性がある。

④診断（いつまでにどうするのか）の根拠、理由を明記
例：以上により、○○となる可能性が高いと考えることから・・・・

⑤診断（次回点検までの措置の必要性）
例：○○すべき状態と言える。

道路橋の健全性の診断

21

健全性の診断の根拠となる項目の例

・判定は、管理者が実施
・当該区分に分類したのは、どの事実に基づいてなのか、
根拠を残す必要あり。

「診断結果」
・変状の種類
・部材の現状（機能、強度、剛性の低下の度合い）の推定
・次回点検までの損傷の進行の可能性の推定
・次回点検までの措置方針
・判定区分

「診断の根拠」
・部材の役割や応力状態、損傷位置、損傷程度及び原因の推定

「関連する観察事実等」
・周辺部材、同種部材の変状
・周辺部材、同種部材の変状
・環境条件、交通条件、過去の補修履歴

道路橋の健全性の診断

22



愛媛県イメージアップ
キャラクター「みきゃん」

愛媛県土木部

平成２８年１月６日 1

目 次

■はじめに（平成２８年の年頭にあたって）

■愛媛県の現状
・災害リスクの増大
・厳しい財政状況
・人口減少

■愛媛県の取り組み
・防災・減災対策
・ストック効果
・社会資本の老朽化対策

■愛媛県の社会資本を支える担い手の確保・育成

■愛媛県における今後の社会資本整備・維持管理に向けて

2

はじめに（平成２８年の年頭にあたって）

昨年は・・・
z 四国８の字ネットワークの宇和島道路の全線開通
z 内海～宿毛間の事業化への第一歩となる、調査

手続きを開始

今年は・・・

z 南海トラフ地震などの大規模災害への備えが必要不可欠
z 集中豪雨（水害・土砂災害）対策が課題

・「命の道」となる四国８の字ネットワークの早期整備による、ミッシングリンクの早期解消
（津島道路・内海～高知県境、今治小松自動車道、大洲・八幡浜自動車道）

・緊急輸送道路の危険個所の解消や橋梁の耐震補強
・津波対策、治水対策、土砂災害対策、木造住宅等の耐震化

①防災・減災対策を柱として

②この他にも重要な課題が山積

・来年のえひめ国体に向け、県市町の競技会場の整備、松山外環状道路の整備、
ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業の推進、海上輸送の拠点となる港湾の整備
・老朽化するインフラの戦略的な維持管理・更新

地域にとって必要な社会資本整備に鋭意取り組む

z 一級河川肱川上老松地区の堤防整備等
の竣工

z しまなみ海道自転車通行料金無料化の継続

3

愛媛県の現状 ～災害リスクの増大～

【震度分布】

南海トラフ地震

【愛媛県の被害想定 H25.12.26】
震度７ １３市町
津波浸水区域 11,995ha
人的被害 16,032人
建物被害 243,628棟

※30年以内

集中豪雨（水害・土砂災害）

発生確率 70％程度

凡例

震度７

震度６強

震度６弱

震度５強

平成27年６月９日の豪雨による
がけ崩れ被害（西予市和町明間 ）

愛媛県の土砂災害は全国平均の２倍

4

愛媛県の現状 ～厳しい財政状況～

予
算
額
（億
円
）

年度

土木部予算の推移（一般会計）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

S58 S60 S62 H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27

S58～H27 土木部一般会計予算の推移（最終予算額）

近年は下げ止まり
傾向にある

Ｈ５～１０平均額
２，２４３億円

Ｈ１９～２７平均額
７４７億円

Ｓ５８～６１平均額
８９２億円

デフレーター換算
１，１１６億円

デフレーター換算
２，３７１億円

現予算額は、ピーク時の約３割、
また、バブル期以前（Ｓ５８～６１）の約７割（デフレーター

換算）

バブル期

5

デフレーター換算

各年度の予算額を基準年度
の実質額に変換すること

愛媛県の現状 ～人口減少～

そのためには
①地域に働く場所をつくる・人を呼び込む
②出会いの場をつくる・安心して子どもを生み育てる
③元気な地域をつくる・いつまでも地域で暮らせる

0

100

200

1985 2010 2060

愛媛県の人口推移（本県の独自推計）

人
口
（万
人
）

年

ピーク
153万人 81万人

「愛媛県人口ビジョン」、「愛媛県版まち・ひと・しごと創生
総合戦略」を策定（平成27年10月）

課題と施策の方向性（人口問題総合戦略本部資料）

出生率の向上や社会減の解消等により人口減少に歯止めをかける。
「地域経済の活性化」、「きめ細かな少子化対策」、「地域課題への対応」の観点から、東・中・南予の

地域特性を踏まえた実効性の高い取り組みを、市町や関係機関との連携による「オール愛媛」の体制
で進め、県内の活力の維持・向上を目指す。

143万人

昭和60年 平成22年 平成72年

《目 標》

2060年（平成72年）の人口推計値（81.4万人）よりも最低25％（20万人）以上の
上積みを目指す。

6

2060年にはピークの５３％に減少
年少人口（15歳未満）、生産年齢人口（15歳以上65歳未満）は
減少する一方、老年人口（65歳以上）は増加する



今後の取り組み方針

切迫する南海トラフ地震や
頻発する集中豪雨による

災害リスクの増大

少子高齢化・人口減少による

地域活力の衰退

社会資本整備の遅れに伴う

地域間格差の増大

依然続くことが予想
される

厳しい財政状況

高度成長期に整備した

社会資本の老朽化

本県の社会資本整備の

目指すもの

≪県民の安全・安心≫

≪地域間の交流・連携≫

≪地域の活性化≫

本県が取り組むべき社会資本整備

既存ストックの有効活用や
ソフト対策による

地域活性化対策

県民の生命・財産を守る

防災・減災対策
社会インフラの戦略的な

老朽化対策

広域交通ネットワークの
整備等による

交流・連携の促進
7

防災・減災対策 ～水害・土砂災害～

河川管理施設

砂防関係施設

近年浸水被害履歴河川や市街
地河川を計画的に整備

before

after
「都市部における
河川改修」
（二）日吉川（今治市）

保全人家が多い箇所や要配慮者利用施設
など緊急性の高い箇所から計画的に整備

土砂補足

落石防護柵工

擁壁工

がけ崩れ

道路施設

落石や法面対策が必要な箇所について、緊
急輸送道路を優先し、防災対策工事を進める

before after

（主）肱川公園線
西予市（西予市）

8「がけ崩れの被害軽」 居浦地区（宇和島市）

防災・減災対策 ～地震・津波～

海岸保全施設

河川管理施設

水門・樋門等の耐震対策は未着手１施設を
残しＨ２８までに完了、河川堤防は、河川津
波遡上調査の結果を踏まえ、優先順位等を
決め計画的に実施する

（二）国領川（新居浜市）

津波や高潮に対して堤防高が不足し、背後
地に保全対象のある箇所のうち、避難時間
確保の困難箇所など緊急性や重要度が高い
箇所を計画的に実施する

港湾施設

岸壁、荷役機械、橋
梁の耐震対策や港
湾施設の補強を背
後地の重要性を考
慮し、緊急性の高い
箇所から実施する

9
三崎港海岸（伊方町）

耐震強化岸壁の整備状況・今後の予定

Ｈ２７～

防災・減災対策 ～地震・津波～

道路施設：高速道路ネットワーク

本県の高速道路ネットワークは、“避難”“広域支援”

“救命・救急”などの減災機能のほか、防災機能

としても「命の道」となりうる

そのため、“ ミッシングリンクの早期解消、

暫定２車線の４車線化が必要 ”

ミッシングリンク

今治道路

津島道路

暫定２車線区間

完成４車線区間

※ 津島高田IC以南等は完成２車線での計画区間
緊急避難施設

緊急避難施設

大洲・八幡浜自動車道
道路施設：耐震補強

防災点検により耐震対策が必要
な橋梁について、緊急輸送道路を
優先し、対策工事を進める

before

10

after

橋梁耐震補強 柿ヶ谷橋 （伊方町）

ミッシングリンク

ミッシングリンク

内海～宿毛

伊方原子力
発電所 暫定２車線→４車線

ストック効果

ストック効果とは

「社会資本のストック効果」とは、整備された社会資本が機能することによって、整備直後から継
続的に中長期にわたり得られる効果で、移動時間の短縮等により経済活動における効率性・生
産性の向上をもたらす生産拡大効果や国民生活における防災力の向上、生活環境の改善と
いった生活の質の向上をもたらす効果がある

11

社会資本

フロー効果
（需要創出効果）

短期

ストック効果
（整備効果）
中長期

生産活動の創出

雇用の誘発

所得の増加による消費の拡大

生産性の向上
・移動時間の短縮
・輸送費の低下
・貨物取扱量の増加 等

生活の質の向上
・衛生環境の改善
・災害安全性の向上
・アメニティの向上 等資料）内閣府「日本の社会資本2012」

ストック効果 ～河川事例～

12

河川事例



ストック効果 ～砂防事例～

砂防事例

13

ストック効果 ～道路事例～

道路事例

14

高速道路インターチェンジ及び港湾へのアクセス向上
工場立地・商業施設・住宅開発の起爆剤に！ 県道新居浜東港線

新居浜東港

11

11

新居浜市

新居浜港

至高松

新居浜IC

新居浜市役所

新居浜バイパス
（Ｈ20.3開通）

至松山

新居浜東港

西条IC

【地図データ：国土地理院(電子国土）】

県道 新居浜東港線
（Ｈ27.3開通）

工業団地計画（約3.0ha)

○従業員：約５００名（パート含）

住宅分譲地(平成２１年１０月分譲開始)

周辺の商業施設立地

【住宅分譲地：戸建217画地】
○計画人口：約８００人

【事業用地：５区画】
○大手電機量販店・
結婚式場の立地、ショッピン
グセンターの立地計画あり

沿線住民の人口が増加
→ 周辺地域の活性化

大手コンビニの惣菜等製
造工場の立地

平成２６年３月操業開始

・原材料の入荷、鮮度を重視した商品の配
送、従業員確保等の利便性を考え新居浜市に
工場を建設

・入荷・配送に加え、今後の店舗拡大に向け、
東予地域を見据えた従業員確保に幹線道路は
必須アイテム

惣菜等製造業者担当者の声

社会資本の老朽化対策～建設後５０年を経過する施設の増加～

道路橋
（2,624橋）

トンネル
（169ﾄﾝﾈﾙ）

河川管理施設
（主要な76施設）

港湾岸壁
（主要な319施設）

28%
46% 66%

11% 22%
46%

4% 22%

57%

14%
41% 66%

平成２７年

10年後
更に
10年後

平成３７年 平成４７年

２０年後には、県が管理する施設の半分以上が、建設後５０年以上経過

赤字： 建設後５０年以上経過する施設の割合

15

社会資本の老朽化対策 ～県管理施設の点検結果～

修繕が必要
33%

〔橋梁〕〔港湾施設〕 〔県営住宅（外壁）〕

48%の施設の
修繕が必要

速やかに
修繕が必要

15%

異常なし又は
当面は
修繕不要
51%

〔河川管理施設〕
（水門・樋門）
点検：653施設 点検：1,044箇所 点検：2,734橋

点検：176棟

9% 12%

35%
19%

15%

56%

47%

30%

39%の施設の
修繕が必要

63%の施設の
修繕が必要

44%の施設の
修繕が必要

橋梁（床板）樋門 県営住宅防波堤

4%

2%

16

異常なし
9%

異常なし又は
当面は
修繕不要
52%

社会資本の老朽化対策 ～道路分野における取組み例～

人員不足・予算不足を課題としている
（９５％の市町）
≪Ｈ２６県内２０市町への課題アンケート結果≫

z 点検義務化に対する市町の課題

県による点検業務の市町分を含めた
一括発注

H26 ： ４町（橋梁）
H27 ： ９市町（橋梁・トンネル・横断歩道橋）
H28 ： ８市町（橋梁・トンネル）予定

地方公共団体の三つの課題
予算不足・人不足・技術力不足に対して、
支援方策を検討
（国、県、市町、NEXCO、ＪＢ本四高速が連携）

役割
１．研修･基準類の説明会等の調整
２．点検･修繕において優先順位等の考え方に

該当する路線の選定･確認
３．点検･措置状況の集約･評価･公表
４．点検業務の発注支援
５．技術的な相談対応 等

予算と人員の不足（課題）

z 愛媛県内の道路橋

総数：約１万３千橋
うち、県管理：約２割（約２千６百橋）

市町管理：約７割（約９千橋）

愛媛県道路メンテナンス会議（具体的取組）

法定点検の一括発注（具体的取組） 道路橋の共同点検（Ｈ27試行）（具体的取組）

道路橋の直営点検の一部を「職員」と
「民間企業等」との共同で行うことに
より、若手職員等の実務経験を養う

17
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H12 H17 H22

愛媛県の社会資本を支える担い手の確保・育成

建設業許可業者数と建設業協会業者数 建設業就業者数（年代別）

建設機械保有数 愛媛県土木職員

H17：481人 H27：386人

40歳以上

60% 68%

30歳未満
1万5,740人

7万9,970人

6万9,710人

5万5,500人

31％減

6,530人

30歳未満
59％減

40歳未満

40%
32%

職員全体

20％減

40歳未満の
職員

35％減建設機械：大規模災害協定締結業者確保の掘削系建設機械

４万

６万

８万

（人）

０
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７，４０２者（H11）

１，０６９者（H元）

５５０者（H27）
※５１．４％

許
可
業
者
数
（社
）

建
設
業
協
会
業
者
数
（社
）

５，６７６者（H26）
※７６．７％

23％減

49％減

H17 H20 H23 H26

H26

1,645台

58%減少
H17

3,935台

２千

４千

（台）

０



愛媛県の社会資本を支える担い手の確保・育成

総合評価の加点

H27・28の格付けの加点

社会保険等未加入対策

入札契約における主な対策

z 若手技術者（30歳未満）等の現場配置（A等級工事）（H26～）
z 掘削系建設機械の自社保有（H26～）
z 建設業BCPの認定（H24.4～A等級工事、H25.10～B等級工事）

（BCP認定業者数 A級165社、B級42社 Ｈ27.12.1現在）

z 若年者（30歳未満）、女性の雇用 （新規：H27.4～）
z 子育て支援の実施 （加点の拡大： H27.4～ ）
z 技能労働者の保有する資格 （新規：H27.4～ ）

z 建設業許可・更新及び経営事項審査手続きにおける保険加入状況確認（H24.11～）
z 個別入札案件からの未加入業者の排除（H27.1～）
z 平成27・28年度格付けからの未加入業者の排除（H27.4～）
z 未加入業者との１次下請け契約を締結した場合の元請へのペナルティ（Ｈ27.4～）19

z 適正な予定価格の設定
（例： 最新の取引価格や施工実態等を反映した積算の実施）

z 発注や施工時期の平準化
（例： 国・県・市町と連携した工事発注計画の公表、地域の実情を考慮した円滑な事業執行の徹底）

z 受注者との情報共有や協議の迅速化
（例： 三者会議の拡大、ワンデーレスポンスの徹底、設計変更ガイドライン等の策定）

z 調査・設計業務の品質確保 （例： 業務成績評定）

愛媛県の社会資本を支える担い手の確保・育成

建設業若年者入職促進・人材育成事業

公共工事の品質確保に向けた今後の取り組み

地域の技術者（行政・民間）を対象とした講習・研修の充実

（一社）愛媛県建設業協会が、会員企業と連携し、業界未経験の若年者を有期雇用し
て、OJT（企業実習）とOFF-JT（集合訓練）を組み合わせた実践的な研修を実施

（実施期間Ｈ26～27 雇用実績12人 総事業費 約３．５千万円）

z ＯＪＴ（企業実習） 建設現場での技術研修、座学による工事施工管理研修などを会員企業で働きながら受ける

z ＯＦＦ－ＪＴ（集合訓練） 車両系建設機械、玉掛け・小型クレーン運転に係る技能講習の受講

z 社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座（行政・民間）

z 合同技術研修（各建設部・土木事務所毎に開催、行政・民間）

z 国や県が開催する技術研修への県・市町職員の積極的な参加
z 民間の技術研修への行政講師の派遣

（例： 土木施工管理技士会、測量設計業協会等主催の講習会）
20

愛媛県における今後の社会資本整備・維持管理に向けて

技術者の育成
ＭＥ技術力の向上

社会基盤の整備・適確な維持管理

地域の活性化

地域間の交流・連携

県民の安全・安心

産 官学

「愛媛のインフラは愛媛の技術者が守る」という決意を持ち、
平成２８年の新たなスタートを！

21



主催 愛媛社会基盤メンテナンス推進協議会

共催 愛媛大学防災情報研究センター、愛媛大学工学部環境建設工学科

【前期】平成27年10月19日（月）～10月23（金）

【中間】平成27年10月26日（月）及び 11月6日（金）

【後期】平成27年11月16日（月）～11月20日（金）

2016年1月6日 於愛媛大学南加記念ホール

愛媛と四国のインフラを守る人材育成講座

～社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座～

愛媛大学工学部環境建設工学科
森脇 亮

ME講座の目的と概要

我が国においては、

高度経済成長期に建設された大量のインフラが更新時期を迎える

橋梁崩壊 （７０万橋）

トンネル崩落（１万本）

深刻化する

インフラ老朽化
＋

圧倒的な技術者不足

堤防決壊
（総延長１６万km）

静かに危機は進行している

すでに警鐘は鳴らされている

地域ニーズ： 社会基盤の再生を担うメンテナンス技術者（即戦力人材）の育成

文部科学省 平成27年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業

「地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計」

課題・ニーズ・背景等 取組の概要

参加・協力機関等

全体体制イメージ図

• 社会基盤構造物の急速な老齢化
• 維持管理費の不足
• 社会基盤維持管理を担う人財の不足

• 科学技術戦略推進費事業による人財育成に
よる成果を踏まえ、全国展開を見据えたカリ
キュラム設計の必要性の認識

• 岐阜大学（コンソーシアム申請校）、長崎大学、長岡技術科学大学、山口大学
• 国土交通省四国整備局、愛媛県、愛媛県下２０市町担当課（自治体）
• 西日本高速道路（株）、愛媛建設業協会、愛媛県土木施工管理技士会等の団体

• ローカルカリキュラムのニーズ調査
• 社会基盤メンテナンスエキス

パート養成講座（１２日間）
• 認定試験を実施

（愛媛版ME認定証を発行）
• 受講生に対する

アンケート（変容）調査

体制イメージ図

愛媛社会基盤
メンテナンス推進

協議会

建設業に関わる業界団体

測量・設計に関わる業界団体

国土交通省
四国地方整備局

愛媛県
土木部

愛媛県内
20市町（自治体）

愛媛大学
防災情報研究センター

西日本高速道路（株）
四国支社

愛媛県
建設業協会

愛媛県
土木施工管理技士会

施工管理に関わる業界団体

建設コンサルタンツ協会
愛媛県

測量業協会

コンサルタント業に関わる業界団体

NPO法人
愛媛県建設技術支援センター

参画機関連携会議
地域定着化検討WG

カリキュラム検討WG

参画機関：岐阜大学（幹事校）、長崎大学（副幹事校）、

長岡技術科学大学、愛媛大学、山口大学、

各大学の所在自治体、業界団体代表者

職域プロジェクトとして
•地域協議会の設置
• 既存技術者養成講座の改善・試行
• 関連行政機関・業界との連携

山口地域協議会
山口大学
山口県

山口県建設業界

新潟地域協議会
長岡技術科学大学

新潟県
新潟県建設業界

長崎地域協議会
長崎大学
長崎県

長崎 県建設業界

愛媛地域協議会
愛媛大学
愛媛県

愛媛県建設業界

岐阜地域協議会
岐阜大学
岐阜県

岐阜県建設業界

成果目標（アウトカム）

• 社会基盤メンテナンスエキスパート
養成講座認定試験合格に愛媛版Ｍ
Ｅ認定証を発行（人材の育成）

• 社会基盤メンテナンスに関する産学
官連携

• ローカルカリキュラムの科目の質の
確保（コンソーシアムとの連携）

・・・

「愛媛社会基盤メンテナンス推進協議会」

産官学による連携組織

今後の地域の社会基盤の急速な
老朽化に対して，調査，研究，
情報交換を行い，地域のインフラ
再生を担う中核的人材を育成する

愛媛大学 防災情報研究センター/工学部環境建設工学科
国土交通省 四国地方整備局 企画部/松山河川国道事務所

愛媛県 土木部 技術企画室
松山市 技術管理課/道路管理課
今治市 都市建設部 道路課
宇和島市 建設部 建設課
八幡浜市 産業建設部 建設課
新居浜市 建設部 都市計画課
西条市 建設部 建設道路課
大洲市 建設部 建設課
伊予市 産業建設部 土木管理課
四国中央市 建設部 建設課
西予市 産業建設部 建設課
東温市 産業建設部 建設課
上島町 産業建設部 建設課
久万高原町 建設課 公共土木班
松前町 産業建設部 まちづくり課
砥部町 建設課
内子町 建設デザイン課
伊方町 建設課
松野町 建設環境課
鬼北町 建設課
愛南町 建設課
西日本高速道路(株)四国支社

（一社）愛媛県建設業協会
愛媛県土木施工管理技士会
（一社）建設コンサルタンツ協会四国支部愛媛県部会
（一社）愛媛県測量設計業協会
（一社）全国地質調査業協会連合会 四国地質調査業協会愛媛支部
愛媛県管工事協同組合連合会
（一社）全国特定法面保護協会 四国地方支部 愛媛県事務所
愛媛県法面工事業協同組合
特定非営利活動法人 愛媛県建設技術支援センター
愛媛県技術士会

参加組織（平成27年12月現在）

ME養成講座のねらい

・社会インフラのアセットマネジメントならびに長寿命化の観点に
立って、俯瞰的に社会基盤の維持管理を行うことの出来る技術者
（社会基盤の“目利き”）を養成する。

・愛媛や四国の地域特性を踏まえ、地震や豪雨などの防災・減災にも
精通した地域の核となる技術者を育成する。

安全・安心な社会を下支えする「地域のインフラ再生を担う中核的人材」を育成

橋梁

地盤
構造物

舗装 トンネル

河川

上下水道

アセットマネジメント

座学＆演習
フィールドワーク
ワークショップ

もう一つのねらい、

人的ネットワークの形成

・形式知（技術理論と倫理観）と実践知（実務経験）の共有

・産官学協働でのメンテナンスの取り組み

産官学の垣根のない「技術と知識に基づく人的ネットワーク」の構築
立場の枠を超えたコミュニケーションの実現

・知識と技術レベルの相互理解とスパイラルアップ



平成27年度ME講座実施状況

【養成講座参加者】
官公庁14名 民間8名 計22名

【構成】
講義：35 コマ(59％) 
演習：12 コマ (21％) 
実習：10 コマ (17％) 
その他：2 コマ (3％)

【対象インフラ】
橋梁
トンネル
舗装
地盤構造物
河川構造物
法面
下水道
アセットマネジメント
防災・減災

【講師】
官・民・学界における
経験や知識の豊富な技術者
（ME一期生にも協力依頼）

ガイダンス及び講義(1日目)の様子

参加者22名（官公庁14名，民間8名）

四国地整 谷脇事業調整官愛媛県 岡田主幹

矢田部センター長挨拶

講師は愛媛大学及び四国の大学と連携も、岐阜大学強力バックアップ

森 伸一郎 講師（愛媛大学） 全 邦釘 講師（愛媛大学）

上田隆雄 講師（徳島大学） 長谷川修一 講師 (香川大学)

演習・ワークショップの様子

グループごとに行う演習成果発表パソコンを使ったライフサイクルコスト演習

ワークショップの報告 指導 熊田講師 MEのめざすもの成果発表、ME１期生とともに

フィールドワーク

橋梁フィールド トンネルフィールド

斜面フィールド 下水道フィールド

（11月6日 午後）

（11月16日 午後） （11月18日 午後）

松山市

三坂隧道 （R３３）

松山市 一般県道 湯山北条線

（10月26日 午後）

四国中央市 静進橋

松山市中央下水処理場

フィールドワーク、取りまとめ、成果発表の様子（６日目）

橋梁のフィールドワーク（四国中央市・静進橋）で近接目視による点検を行いました。

グループワーク毎に点検結果を整理し、
橋梁の健全度の「診断」を行う。

そして、診断結果や維持管理方針を発表



講座が修了し、充実した表情のME受講生22名 -ME認定試験

ME認定試験 受験

筆記試験
（論文＋専門知識）

プレゼンテーション試験

期日：平成27年12月8日（火） 期日：平成27年12月15日(火)

場所： 愛媛大学社会連携推進機構棟 研修室

＋

（9:00-16:00)（13:00-17:00)

全員（ ２２名）が合格しました。おめでとうございます。

関係者の皆さま、ご協力ありがとうございました。
愛媛ME講座スタッフ一同

愛媛ME
１期生 ２６名
２期生 ２２名



ME養成講座で得た成果

橋梁についての管理方策について

2016年1月6日
ME 2期生 高野俊宏

（一社）四国クリエイト協会 松山支所 技術部

１．対象とした橋梁

これらの橋梁は県道や市道にあり通学路や
生活道路となっている。
①の橋梁は今治市と国道11号をつなぐ県道

にあるため交通量も比較的多い。このように
管理者や建設年等の環境が違う橋梁をどの
ように管理していくかが課題となる。そこで、
アセットマネジメントの考えが重要となる。

①高木橋
昭和63年完成 県道

②内川橋
昭和63年完成 市道

③五郎丸橋
昭和61年完成 市道

④池田橋
平成13年完成 市道

①

②

③

④

ZENRIN ネット地図データより

※○箇所は橋梁位置を示す

内川

至今治市

至国道11号

２．橋梁のアセットマネジメント

アセットマネジメントとは

少ない費用と人員の中で適切に構造物の現状を把握し、維持管理を行い、
その費用を最小化しサービスを最大化することで国民（市民・住民）に最大

の便益が生じることを目的。
その中でも予防保全の考え方は重要である。
しかし、橋梁には様々な作用が働いている。

日常的な作用外力
（輪荷重等）

橋梁

空気・雨等の環境的な作用

突発的な作用外力
（地震時等）

橋梁を構成してい
る材料の劣化作用

橋梁を取り巻く様々な作用

初期の品質不良

日常的な作用外力
（輪荷重等）

橋梁

空気・雨等の環境的な作用

突発的な作用外力
（地震時等）

初期の品質不良

交通量の予測や将来の必要性や
要求性能を勘案して対策を判断

5年に1回の近接目視による
点検にて診断し対策を判断

緊急点検により診断し対策を判断

技術者だけでなくその一部を市民と共に
維持管理することで、劣化進行を遅らせ
て予防保全型の維持管理に寄与できる

我々MEを含めた技術者の責務

市民（住民）と共に行う維持管理

橋梁を取り巻く様々な作用に対する対策

橋梁を構成している
材料の劣化作用

5年に1回の近接目視による
点検にて診断し対策を判断

劣化を予防していく
水際対策が大事

３．市民（住民）参加の維持管理

橋梁の健全度推移のイメージ

経過年数

健
全
度

凡例

通常の予防保全的対応

市民（住民）参加の維持管理を実施

市民が参加する維持管理を実施する
と、日常の維持管理水準が上がり、そ
れがグラフの赤線で示す通り劣化進
行を遅らせることができると考える。ま
た投資の時期の遅延によりLCCを有利

にし、コスト削減に寄与する。

次ページへ

異常があった際の連絡
先を明示して事故を未然

に防ぐ効果

①橋梁への維持管理標識の設置

この橋の排水口や舗装の陥没等
があれば下記へ連絡して下さい。

連絡先：○○

維持管理標識の例

市民からの情報提供を通し
て日常の維持管理の合理
化・効率化を行い費用の削

減を図る効果

内容はシンプルで
分かりやすくする。

誰が管理者かを明確に
して透明性のある維持

管理を行う効果

日常の維持管理水準を上げる方策と効果

標識への記載事項は、市民が馴染
みやすいように排水溝を排水口と

表示する等の工夫を行う。



（１）役割

排水溝の掃除と舗装陥没の補修
私がMEで取得した知見では、すべての構造物にとっての敵は「水」であるとい

う事である。橋梁においてもやはり敵は「水」であり、排水溝が詰まると排水装置の
機能不全が起こり桁や支承に悪影響を及ぼし橋梁の劣化が進行する。また、舗装
の陥没箇所から雨水等が浸入すると床版の鉄筋が腐食する等して大規模な補修
工事を招く。このことを踏まえて、排水口の掃除と舗装の陥没箇所の点検を行う。
点検の結果、異常があれば簡易な補修程度は住民で行う。また、点検時に橋面
の写真を撮影し定期的なモニタリング資料として利用し、橋梁管理者へ情報提供
を行う。

住民が点検や簡易な補修を行うことで日常の維持管理水準の向上や合理化・効
率化が図られ、維持管理費用の削減が出来る。また、自治体や建設業経験者の
OB等をうまく活用する事で高齢者の雇用の創出が出来て、減少する技術者や担
い手職人の負担の軽減が期待できる。

（２）効果

市民（住民）が参加する維
持管理で、一億総活躍社会

の実現を目指す

日常の維持管理水準を上げる方策と効果

②住民が参加する維持管理
（３）今後の課題

橋梁に標識を設置しても住民に関心が無い可能性もあるため、広報などを通してアナウン
スしていく努力が必要である。点検や補修を行ってくれる住民には必要な対価を支払わな
いといけない可能性もあるため、橋梁管理者の財政負担が必要となる。財政負担が困難で
あれば、新たに財政収入を増やす事も考えていかなければならない。（例：大阪府が実施し
ている橋梁への命名権（ネーミングライツ）等）。また、簡単な点検と言ってもある程度の専
門知識が必要となるので住民への教育も必要となってくる可能性もある。さらに、この取り
組みが本当に予防保全に寄与し費用を削減できたのかどうかの今後の検証も必要である。

日常の維持管理水準を上げたら上
記グラフのような効果が得られたか
どうかの検証も必要。検証を行うの
は次世代となる可能性もあるため、
継続的な取り組みにより引き継いで

いく事が重要。

産経WEST ネットニュース 2014.3.14より

経過年数

健
全
度

凡例

通常の予防保全的対応

市民（住民）参加の維持管理を実施

橋梁の健全度推移のイメージ
財政収入を増やす取り組みの例

①橋梁のアセットマネジメントにおいて、予防保全の考え方が重要である。

４．まとめ

②予防保全において、日常の維持管理は1丁目1番地。

③予算も技術者も減っていく今後の社会情勢を踏まえると日常の維持管理の主
役は地域住民。

④私を含め技術者は、自己の知識を高め、深く地域に密着する事で日常の維持
管理水準の向上や地域住民が主役の維持管理が実現できるように協力してい
かなければならない。

課題の橋梁について写真を撮りに行ったところ、排水溝が土砂等で詰まっている橋梁がありました。地
域に密着したMEを目指す者として見過ごせないと思い、排水溝の掃除を行ってみました。補足

このような道具で排水溝の清掃を
してみました。

清掃前
排水溝廻りに苔や草が生えています。

清掃後
排水溝廻りの苔や草を除去しました。

排水溝廻りの掃除は30分程度で出来ました。30分程度の清掃で橋梁の寿命が延びる
としたら、地域住民にとってすごくメリットのある事ではないかと感じました。

①愛媛大学ME養成講座の卒業生として自信と誇りを持って行動する。

５．MEとしての今後の抱負

②ME養成講座で得た知識について、出し惜しみすることなく、広く伝える事を意
識する。

③常に自己研鑽を行い技術の習得及び向上を心がける。

④組織のMEであると同時に地域のMEであることを自覚し、地域社会に貢献して
MEの存在を広く認知してもらえるよう努力していく。

ご静聴ありがとうございました



●集落内を通る 生活と地域産業に密着した道路

道路網の寸断

特に 収穫時期 経済的損失が大

約４４０㎞ ２２８橋

市道延長 橋梁
多

維持するには

予算・人材・技術力不足が大きな問題
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有資格者＋実務経験者

0%3%

15%

23%
35%

24%

有資格者＋実務経験者

20歳未満 20代 30代
40代 50代 60歳以上

Ｈ２６年度以降 ５年に1回 近接目視 定期点検 法令化

【現況】 15m以下 市職員直営点検

15m以上 市内専門業者無
↓

市外業者へ点検外注

橋梁点検・橋梁修繕の
市場拡大中

Ｈ２６年度以降 ５年に1回 近接目視 定期点検 法令化

【将来】15m以上 市内業者へ点検外注
大規模修繕も可能に！！

半永久的に継続

時代の波乗った地域に少ない
専門技術の取得

25%

75%

①

②

① 知っている

② 知らない

みんな横文字が苦手！！

わかり易い説明が必要



31%

69%

①

②

① 知っている

② 知らない

３割が知っている

31%

0%
69%

0%

③

① ① 参加する

ME養成講座を知っている業者は参加の意欲旺盛

●高度成長期時代に整備された土木施設の老朽化が進み、社会的課題と
なっております。
今後、構造物の劣化状況を適確に診断し、対処できる技術者を育成する必要
がありますが、そのような育成講座が開催された場合、参加されますか。

④

②

② 参加しない

③ 講座の内容により
参加する

④ その他（ ）

全業者 興味あり

Ｈ２６年度以降 ５年に1回 近接目視 定期点検 法令化

【将来】15m以上 市内業者へ点検外注
大規模修繕も可能に！！

半永久的に継続

時代の波乗った地域に少ない
専門技術の取得

行政：地域の人材育成のための支援
●維持補修講座、ＭＥ養成講座等の受講費用の助成
●資格取得者 点検・補修工事の優先的発注

地域資源等の魅力を再発見し、地域維持・活性化を

図るため、市内で活躍地域おこし協力隊の

土木バージョン

地域おこし橋力隊

の人材募集
・橋梁維持管理のアドバイザー
・人材育成ができる人

人材育成には、行政支援が不可欠

維持管理の基本

八幡浜の中で、土木技術者の繋がり拡散

異なる立場の土木技術者との繋がり拡大

行政支援の制度化に向けた研究

地域住民の安全第一に・・・自身の技術力向上

施設管理責任の重大さ

自身の未熟さ

再確認・知識拡大

再認識}



『愛媛ＭＥの会』の発足について

平成28年１月６日（水）

ＭＥ１期生代表 相原 博紀〔第001号〕

愛媛県土木部 道路維持課

1

社会基盤メンテナンス

エキスパート（ME）１期生

認定までの流れ

まず。。。

2

平成26年度社会基盤メンテナンス
エキスパート養成講座（ＭＥ養成講座）

y 平成26年度ME養成講座

〔前期〕平成26年10月27日（月）～31日（金）：５日間

〔後期〕平成26年11月17日（月）～21日（金）：５日間

合計：10日間

y ME認定試験

〔筆 記 試 験〕 平成26年12月12日（金）

〔ﾌﾟﾚｾﾞﾝ試験〕 平成26年12月19日（金）

y 会場

愛媛大学社会連携推進機構棟 研修室

y 受講者内訳

国土交通省１名、愛媛県２名、市町９名 行政関係：12名

設計コンサルタント11名、建設会社３名 民間関係：14名

合計：26名
3

アセットマネジメント；７コマ

社会資本とアセットマネジメント
アセットマネジメント概論
ライフサイクルコスト概論
リスクマネジメント概論

橋梁；９コマ

橋梁の設計と維持管理
劣化予測・評価方法
耐震補強設計
補修設計
コンクリート・鋼橋の損傷と対策
点検方法

土質・斜面構造物；７コマ

健全度評価
土質構造物の設計と浸透
斜面・構造物の維持管理
擁壁の設計と維持管理

トンネル；２コマ

トンネルの維持管理
トンネルの点検方法

河川；２コマ

河川の維持管理
河川の点検方法

災害関連；７コマ

洪水被害の概要と対策
土砂災害の概要と対策
地震発生の被害と対策
津波発生と被害想定

フィールドワーク；７コマ

①下水道（中央浄化センター）
②橋梁（天山橋・星岡橋）
③擁壁・斜面（３１７号）
④トンネル（三坂隧道）

ワークショップ；７コマ

舗装設計と上下水道の維持管理；２コマ

ＭＥ養成講座 講義内容

特別講義；２コマ
（懇親会）

→ ５０コマ × １.５h ＋ １５ｈ = ９０hの講義

橋梁 トンネル 斜面・擁壁

26名 全員合格！！

筆 記 試 験
ﾌﾟﾚｾﾞﾝ試験

5

講義

演習

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ〔下水道の維持管理〕

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ〔橋梁の維持管理〕

前期受講状況

6

講義
演習

演習

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ〔擁壁・斜面の維持管理〕

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
〔ﾄﾝﾈﾙの維持管理〕

後期受講状況



社会基盤メンテナンス

エキスパート（ME）１期生

としての活動

続いて。。。

7

� コンソーシアムシンポジウム

「安全な“みち”のために」への参加

日 時：平成27年２月27日（金）13：00～
会 場：今池ガスホール〔愛知県名古屋市〕
参加人数：10名

8

ＭＥ１期生認定後の活動①

主催：岐阜大学

共催：長崎大学

愛媛大学

長岡技術科学大学

山口大学

¾ 長崎道守、岐阜ＭＥ、愛媛ＭＥ、新潟ＭＥ、
山口ＭＥ修了生によるワークショップ

【内容】長崎道守〔６名〕、岐阜ＭＥ〔30名〕、愛媛ＭＥ〔10名〕、

新潟ＭＥ〔５名〕、山口ＭＥ〔３名〕の修了生計54名により、

『社会資本の維持管理に関する現状認識と課題』や『修了生として

貢献したい場所や目標とする技術者』等について意見交換

9

コンソーシアムシンポジウム
「安全な“みち”のために」の概要

各大学のＭＥ認定者と活発な意見交換 各班の代表者による意見交換内容の発表

¾ 「安全な“みち”のために」シンポジウムでの発表

【内容】各大学の修了生により意見交換した内容を、代表発表者の一人として

ＭＥ１期生〔第007号〕荻田氏が、 206名が参加した「安全な“み

ち”のために」シンポジウム内にて発表

【発表テーマ】修了生として貢献したい場所、取り組みたい継続教育、

目標とする技術者について

10

コンソーシアムシンポジウム
「安全な“みち”のために」の概要

荻田氏〔第007号〕の代表発表 各大学の認定者全員で決意発表及び記念写真

11

ＭＥ１期生認定後の活動②

¾ 平成27年度ＭＥ養成講座へ講師として協力

【内容】平成27年度ＭＥ養成講座の『ワークショップ』や『現場実習』へ

講師として協力

【参加人数】ワークショップ ２～３名×４日 計 ９名

現場実習 ４～５名×３日 計 13名

意見交換会 ９名

延人数３１名

ワークショップ：ＭＥ１期生と２期生養成講座受講者でグループ討論 現場実習でのサポート【橋梁の維持管理】

12

ＭＥ１期生認定後の活動③

¾ ＭＥ認定をきっかけとして、各個人が積極的に活動

①機関紙への投稿

z 西条市におけるメンテナンスのありかたについて、月刊道路に投稿し、

11月号に掲載〔第016号西原〕

②新たに資格試験に挑戦

z ＭＥ養成講座により資格取得の重要性を再認識し、技術士〔一次試験〕

を受験、合格〔第023号宮成、第019号兵頭〕

z ＭＥとして、メンテナンス関係の資格は必要である実感し、コンクリート

診断士を取得〔第010号佐伯〕



13

ＭＥ１期生認定後の活動③

¾ ＭＥ認定をきっかけとして、各個人が積極的に活動

③ＭＥ養成講座で学んだ知識を通常業務へ活用

z 直営で橋梁点検（テストハンマーによる打音検査等）を実施

〔第014号冨永〕

z 点検診断・維持管理社内プロジェクトの事務局や長寿命化計画

(公共施設等総合管理計画)支援事業を社内で担当〔第007号荻田〕

z 国道の補修工事において、ME養成講座で学んだ橋梁の劣化要因や

劣化状況・補修方法の知識を活用〔第006号大森〕

④名刺に『社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）』を記載

z 名刺に資格名を入れ、ＭＥをＰＲするきっかけに〔多数〕

⑤社内等でMEの重要性をＰＲ

z 社内論文や社内プレゼン、職場研修等でＭＥの重要性をＰＲ〔多数〕

愛媛ＭＥの会の

今後の取り組みについて

最後に。。。

14

愛媛ＭＥの会の今後の取り組み方針

ＭＥ１期生は、ＭＥ認定以降、さらなる自己研鑽を各自行い、
論文発表や資格試験への挑戦、また、ＭＥ２期生養成講座へ
の協力及びサポートなどを行ってきた。

15

今後は…

今後、愛媛県内に限らず、四国全体でのＭＥの拡大を進めていく
ためには、これら個人の活動に加え、組織的な活動が重要となっ
てくる。

そこで、本日、愛媛大学やＭＥ２期生とともに、

を立ち上げ、組織的な活動へ拡げて参りたい。

16
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